
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】印刷文書と印刷指示書を受け付け、前記印刷文

書に対して複数の工程を実行する画像形成システムにお

いて、リソースを必要とする工程以前の工程を流れるデ

ータサイズを抑制し、全体として効率的な処理を行うこ

と。

【解決手段】文書解析部103-2が入稿された印刷文書内

に所定のリソース情報が埋め込まれているか解析する。

そして、印刷文書内にリソース情報が埋め込まれてない

場合、ジョブチケット最適化処理部103-3は、ジョブチ

ケット内で指示される各工程のうち前記リソース情報が

前記印刷文書内に埋め込まれている必要がある工程を特

定する。そして、特定された工程の直前に、前記印刷文

書内に前記リソース情報を埋め込むように、ジョブチケ

ットを書き換える構成を特徴とする。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 印 刷 文 書 と 該 印 刷 文 書 に 対 す る 複 数 の 工 程 の 実 行 を 指 示 す る 印 刷 指 示 書 を 受 け 付 け 、 前
記 印 刷 文 書 に 対 し て 前 記 複 数 の 工 程 を 実 行 す る 画 像 形 成 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 印 刷 指 示 書 内 で 指 示 さ れ る 各 工 程 の う ち 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 前 記 印 刷 文 書 内 に 埋 め
込 ま れ て い る 必 要 が あ る 工 程 を 特 定 す る 特 定 手 段 と 、
前 記 特 定 手 段 に よ り 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ て い る 必 要 が あ る と 特 定 さ れ た 工 程 の
直 前 に 、 前 記 印 刷 文 書 内 に 前 記 リ ソ ー ス 情 報 を 埋 め 込 む よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 印 刷 文 書 内 に 所 定 の リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ て い る か 否 か を 判 定 す る 判 定 手 段 を
有 し 、
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 判 定 手 段 に よ り 前 記 印 刷 文 書 内 に 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ
て い な い と 判 定 さ れ た 場 合 、 前 記 特 定 手 段 に よ り 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ て い る 必
要 が あ る と 特 定 さ れ た 工 程 の 直 前 に 、 前 記 印 刷 文 書 内 に 前 記 リ ソ ー ス 情 報 を 埋 め 込 む よ う
に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 判 定 手 段 に よ り 前 記 印 刷 文 書 内 に 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ
て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 一 旦 、 前 記 印 刷 文 書 内 か ら 前 記 リ ソ ー ス 情 報 を 削 除 し 、 前 記 特
定 手 段 に よ り 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ て い る 必 要 が あ る と 特 定 さ れ た 工 程 の 直 前 に
、 前 記 印 刷 文 書 に 前 記 リ ソ ー ス 情 報 を 埋 め 込 む よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２
記 載 の 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 判 定 手 段 に よ り 前 記 印 刷 文 書 内 に 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ
て い る と 判 定 さ れ た 場 合 、 先 頭 の 工 程 に お い て 、 前 記 印 刷 文 書 内 か ら 前 記 リ ソ ー ス 情 報 を
削 除 す る よ う に 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 特 定 手 段 に よ り 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ て い る 必 要 が あ る
と 特 定 さ れ た 工 程 が 複 数 あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 該 特 定 さ れ た 複 数 の 工 程 の う ち 最 初 に 実
行 さ れ る 工 程 の 直 前 に 、 前 記 印 刷 文 書 内 に 前 記 リ ソ ー ス 情 報 を 埋 め 込 む よ う に 制 御 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 制 御 手 段 は 、 前 記 制 御 を 実 行 す る よ う に 前 記 印 刷 指 示 文 書 を 書 き 換 え る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 リ ソ ー ス 情 報 は 、 フ ォ ン ト 形 状 情 報 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ
か に 記 載 の ジ ョ ブ 管 理 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 印 刷 文 書 と 該 印 刷 文 書 に 対 し て 複 数 の 工 程 の 実 行 を 指 示 す る 印 刷 指 示 書 を 含 む 印 刷 ジ ョ
ブ を 受 け 付 け る 受 け 付 け 手 段 と 、
　 前 記 印 刷 文 書 を 解 析 す る 文 書 解 析 手 段 と 、
　 前 記 印 刷 指 示 書 を 解 釈 す る 印 刷 指 示 書 解 釈 手 段 と 、
　 前 記 文 書 解 析 手 段 に よ る 印 刷 文 書 の 解 析 結 果 及 び 前 記 印 刷 指 示 書 解 釈 手 段 に よ る 印 刷 指
示 書 の 解 釈 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 印 刷 指 示 書 を 最 適 化 す る 印 刷 指 示 書 最 適 化 手 段 と 、
　 前 記 印 刷 指 示 書 解 釈 手 段 に よ っ て 解 釈 さ れ る 印 刷 指 示 に 従 っ て 前 記 印 刷 文 書 に 対 す る 複
数 の 工 程 の 実 行 を 制 御 管 理 す る 工 程 管 理 手 段 と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 印 刷 文 書 と 該 印 刷 文 書 に 対 す る 複 数 の 工 程 の 実 行 を 指 示 す る 印 刷 指 示 書 を 受 け 付 け 、 前
記 印 刷 文 書 に 対 し て 前 記 複 数 の 工 程 を 実 行 す る 画 像 形 成 方 法 に お い て 、
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　 前 記 印 刷 指 示 書 内 で 指 示 さ れ る 各 工 程 の う ち 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 前 記 印 刷 文 書 内 に 埋 め
込 ま れ て い る 必 要 が あ る 工 程 を 特 定 す る 特 定 ス テ ッ プ と 、
前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ て い る 必 要 が あ る と 特 定 さ れ た 工 程 の 直 前 に 、 前 記 印 刷 文
書 内 に 前 記 リ ソ ー ス 情 報 を 埋 め 込 む よ う に 印 刷 指 示 書 を 生 成 す る 生 成 ス テ ッ プ と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 印 刷 文 書 と 該 印 刷 文 書 に 対 し て 複 数 の 工 程 の 実 行 を 指 示 す る 印 刷 指 示 書 を 含 む 印 刷 ジ ョ
ブ を 受 け 付 け る 受 け 付 け ス テ ッ プ と 、
　 前 記 印 刷 文 書 を 解 析 す る 文 書 解 析 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 印 刷 指 示 書 を 解 釈 す る 印 刷 指 示 書 解 釈 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 印 刷 文 書 の 解 析 結 果 及 び 前 記 印 刷 指 示 書 の 解 釈 結 果 に 基 づ い て 、 前 記 印 刷 指 示 書 を
最 適 化 す る 印 刷 指 示 書 最 適 化 ス テ ッ プ と 、
　 前 記 解 釈 さ れ る 印 刷 指 示 に 従 っ て 前 記 印 刷 文 書 に 対 す る 複 数 の 工 程 の 実 行 を 制 御 管 理 す
る 工 程 管 理 ス テ ッ プ と 、
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 さ れ た 画 像 形 成 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ
ラ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ９ 又 は １ ０ に 記 載 さ れ た 画 像 形 成 方 法 を コ ン ピ ュ ー タ に 実 行 さ せ る た め の プ ロ グ
ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 取 り 可 能 に 記 憶 し た 記 憶 媒 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 印 刷 文 書 と 印 刷 指 示 書 を 受 け 付 け 、 前 記 印 刷 文 書 に 対 し て 前 記 複 数 の 工 程 を
実 行 す る 画 像 形 成 シ ス テ ム の 制 御 等 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 文 書 を 印 刷 す る た め に は 対 象 と な る 文 書 、 お よ び 、 印 刷 指 示 を 機 器 に 入 力 し 印 刷
を 行 っ て い た 。 こ の 際 、 両 面 指 示 の よ う な 印 刷 方 法 を 指 示 す る 内 容 を 印 刷 対 象 と は 別 の 文
書 で 保 持 し 、 印 刷 対 象 と 対 に し て 機 器 へ 入 力 す る と い う こ と も 行 わ れ て い る 。 こ の 指 示 内
容 を 含 む 文 書 を 指 示 書 、 あ る い は ジ ョ ブ チ ケ ッ ト （ JobTicket） と 呼 ん で い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 使 用 に よ り 、 複 雑 と な る 指 示 内 容 を 保 存 し て お き 同 じ 印 刷 方 法 で
の 印 刷 を 容 易 に 繰 り 返 す こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 使 用 す る こ と に よ り 、 利 用 者 は 実 際 に 印 刷 を 実 行 す る 機 器 の 存
在 や 、 そ の 機 器 の 機 能 に 依 存 す る こ と な く 、 最 終 生 成 物 （ 例 え ば 、 「 製 本 さ れ た 状 態 の 本
」 ） を 要 求 す る こ と が 可 能 と な る 。 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 使 用 し た 一 般 的 な 印 刷 シ ス テ ム と し
て 、 例 え ば 次 の よ う な も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 利 用 者 が 最 終 生 成 物 （ 例 え ば 、 「 製 本 さ れ た 状 態 の 本 」 ） の 要 求 と と も に 印 刷 対 象 の 文
書 フ ァ イ ル （ 以 下 、 元 文 書 と 呼 ぶ ） を 印 刷 シ ス テ ム に 入 稿 す る 。 次 に 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 作
成 装 置 に て 具 体 的 な ジ ョ ブ チ ケ ッ ト （ 利 用 者 が 要 求 す る 最 終 生 成 物 を 生 成 す る た め に 必 要
な 処 理 と 、 そ の 処 理 を ど の 装 置 で 行 う か 、 ま た ど の 順 番 で 行 う か 等 を 記 載 し た ジ ョ ブ チ ケ
ッ ト ） を 作 成 し 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 に 元 文 書 と 対 に し て 入 稿 す る 。 ジ ョ ブ 管 理 装 置 は 、 入 稿
さ れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト に 従 っ て 各 処 理 装 置 に 処 理 を 指 示 し 、 元 文 書 か ら 最 終 生 成 物 （ 例 え
ば 、 「 製 本 さ れ た 状 態 の 本 」 等 ） を 作 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 印 刷 シ ス テ ム に お い て 、 利 用 者 か ら 入 稿 さ れ る 元 文 書 は 、 文 書 内 に フ ォ ン ト
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等 の リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ た 文 書 で あ る こ と が 一 般 的 で あ る 。 こ れ は 、 必 要 な リ ソ ー
ス 情 報 が 文 書 内 に 埋 め 込 ま れ て い な い と 、 意 図 し た 出 力 結 果 が 得 ら れ な い こ と が あ る た め
で あ る 。 例 え ば 、 文 書 内 で 使 用 さ れ て い る フ ォ ン ト が 、 文 書 に 埋 め 込 ま れ て お ら ず 、 か つ
印 刷 機 に 搭 載 さ れ て い な い と 、 印 刷 機 側 で 代 替 フ ォ ン ト に 置 き 換 え る 処 理 が 行 わ れ 、 結 果
と し て 利 用 者 の 意 図 し た 出 力 結 果 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 し か し 、 一 方 で 、 利 用 者 に よ っ て は そ れ ら の リ ソ ー ス 情 報 を 文 書 内 に 埋 め 込 ま ず に 入 稿
す る こ と が あ る 。 そ の よ う な 場 合 は 、 ジ ョ ブ 作 成 装 置 は 「 リ ソ ー ス 情 報 を 文 書 内 に 埋 め 込
む 処 理 」 が 含 ま れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 作 成 し 、 元 文 書 と と も に ジ ョ ブ 管 理 装 置 に 入 稿 さ れ
る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 ダ イ レ ク ト プ リ ン ト の 際 、 Ｐ Ｄ Ｆ に 埋 め 込 ま れ た フ ォ ン ト （ グ リ フ 情
報 ） を 削 除 す る こ と に よ っ て 、 プ リ ン タ に 送 信 す る デ ー タ サ イ ズ を 軽 減 す る 画 像 処 理 装 置
が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ４ ６ ５ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 の よ う な 印 刷 シ ス テ ム に お け る ジ ョ ブ 管 理 装 置 に は 、 予 め リ ソ ー ス を 埋 め 込 ん だ 元
文 書 と ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 、 も し く は リ ソ ー ス を 埋 め 込 ん で い な い 元 文 書 と 「 リ ソ ー ス を 文 書
内 に 埋 め 込 む 処 理 」 の 指 示 が 含 ま れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト が 入 稿 さ れ る の が 一 般 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し 、 リ ソ ー ス が 埋 め 込 ま れ た 文 書 の 処 理 に は 、 利 用 者 の 意 図 通 り の 出 力 結 果 を 保 証
す る と い う 利 点 が あ る 一 方 で 、 リ ソ ー ス を 元 文 書 内 に 保 持 し て い る た め に フ ァ イ ル サ イ ズ
が 大 き く な る 傾 向 に あ る 。 即 ち 、 「 各 工 程 間 を 繋 ぐ 通 信 路 に 負 荷 が か る 」 、 「 各 工 程 に お
け る 処 理 時 間 が 長 く な る 」 、 と い う 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 実 際 の 印 刷 シ ス テ ム の 処 理 で は 、 全 て の 工 程 に お い て リ ソ ー ス が 埋 め 込 ま れ た 文
書 で あ る 必 要 は な い 。 例 え ば 、 フ ォ ン ト の リ ソ ー ス は 、 レ イ ア ウ ト や 、 ス ム ー ジ ン グ と い
っ た 工 程 で は 必 要 な い が 、 プ レ ビ ュ ー や 印 刷 と い っ た 工 程 で は 必 要 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 リ ソ ー ス の 埋 め 込 み 処 理 は リ ソ ー ス が 必 要 と な る 工 程 の 直 前 の 工 程 で
行 い 、 そ れ 以 前 の 工 程 で は リ ソ ー ス を 埋 め 込 ん で な い 文 書 に 対 し て 処 理 を 行 う こ と が 理 想
的 で あ る と い え る 。 つ ま り 、 最 適 な タ イ ミ ン グ で リ ソ ー ス を 埋 め 込 む こ と が 全 体 の 処 理 効
率 を 上 げ る こ と に 繋 が る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 し か し 、 こ の 最 適 な タ イ ミ ン グ は ワ ー ク フ ロ ー に よ っ て 異 な る 。 例 え ば 、 「 色 処 理 」 「
ト ラ ッ ピ ン グ 処 理 」 「 タ イ リ ン グ 処 理 」 「 面 付 け 処 理 」 「 印 刷 処 理 」 の 順 に 処 理 さ れ る ワ
ー ク フ ロ ー で は 、 印 刷 処 理 の 直 前 の 工 程 に 「 リ ソ ー ス 埋 め 込 み 処 理 」 が 行 わ れ る 必 要 が あ
る 。 即 ち 、 こ の ワ ー ク フ ロ ー で は リ ソ ー ス が 必 要 な 処 理 は 印 刷 処 理 の み で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 「 ト ラ ッ ピ ン グ 処 理 」 「 ス ム ー ジ ン グ 処 理 」 「 プ レ ビ ュ ー 処 理 」 「 レ ン ダ リ ン グ
処 理 」 「 印 刷 処 理 」 の 順 に 処 理 さ れ る ワ ー ク フ ロ ー で は 、 プ レ ビ ュ ー 処 理 の 直 前 の 工 程 に
「 リ ソ ー ス 埋 め 込 み 処 理 」 が 行 わ れ る 必 要 が あ る 。 即 ち 、 こ の ワ ー ク フ ロ ー で は リ ソ ー ス
が 必 要 な 処 理 は プ レ ビ ュ ー 処 理 と 印 刷 処 理 の み で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の よ う に 、 ワ ー ク フ ロ ー に よ っ て 異 な る 最 適 な タ イ ミ ン グ で リ ソ ー ス を 埋 め 込 む こ と
は 、 エ ン ド ユ ー ザ に と っ て は 困 難 な 作 業 で あ る 。 そ し て 、 こ の よ う な 負 担 を エ ン ド ユ ー ザ
に 強 い る こ と も で き な い と い っ た 事 情 が あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 そ の た め 、 従 来 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 に は 、 予 め リ ソ ー ス が 埋 め 込 ま れ た 文 書 が 入 稿 さ れ る
、 も し く は 、 上 記 の よ う に ワ ー ク フ ロ ー に よ っ て 異 な る 「 最 適 な リ ソ ー ス 埋 め 込 み の タ イ
ミ ン グ 」 を 考 慮 し て い な い ジ ョ ブ チ ケ ッ ト が 入 稿 さ れ る と い っ た こ と が 多 か っ た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 事 情 の た め 、 上 記 課 題 を 解 決 で き ず に い た 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ る 。 本 発 明 の 目 的 は 、 印 刷
文 書 と 印 刷 指 示 書 を 受 け 付 け 、 前 記 印 刷 文 書 に 対 し て 前 記 複 数 の 工 程 を 実 行 す る 画 像 形 成
シ ス テ ム に お い て 、 リ ソ ー ス を 必 要 と す る 工 程 以 前 の 工 程 を 流 れ る デ ー タ サ イ ズ を 抑 制 し
、 全 体 と し て 効 率 的 な 処 理 を 行 う 仕 組 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 は 、 印 刷 文 書 と 該 印 刷 文 書 に 対 す る 複 数 の 工 程 の 実 行 を 指 示 す る 印 刷 指 示 書 を 受
け 付 け 、 前 記 印 刷 文 書 に 対 し て 前 記 複 数 の 工 程 を 実 行 す る 画 像 形 成 シ ス テ ム に お い て 、 以
下 の 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。 前 記 印 刷 指 示 書 内 で 指 示 さ れ る 各 工 程 の う ち 前 記 リ
ソ ー ス 情 報 が 前 記 印 刷 文 書 内 に 埋 め 込 ま れ て い る 必 要 が あ る 工 程 を 特 定 す る 特 定 手 段 を 有
す る 。 さ ら に 、 前 記 リ ソ ー ス 情 報 が 埋 め 込 ま れ て い る 必 要 が あ る と 特 定 さ れ た 工 程 の 直 前
に 、 前 記 印 刷 文 書 内 に 前 記 リ ソ ー ス 情 報 を 埋 め 込 む よ う に 制 御 す る 制 御 手 段 と を 有 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 リ ソ ー ス を 必 要 と す る 工 程 以 前 の 工 程 を 流 れ る デ ー タ サ イ ズ を 抑 制 す
る こ と が 可 能 と な り 、 全 体 と し て 効 率 的 な 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 リ ソ ー ス が 埋 め 込 ま れ た 印 刷 文 書 を 受 け 付 け た 場 合 で も 、 リ ソ ー ス を 必 要 と す る
工 程 以 前 の 工 程 を 流 れ る デ ー タ サ イ ズ を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な り 、 全 体 と し て 効 率 的 な
処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 〔 第 １ 実 施 形 態 〕
　 ＜ シ ス テ ム 構 成 例 ＞
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る ジ ョ ブ 管 理 装 置 を 含 む シ ス テ ム 構 成 の 一 例 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ に お い て 、 印 刷 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103は 、 コ ン ピ ュ ー タ 等 の 情 報 処 理 装 置 で 構 成 さ れ
て お り 、 １ 又 は 複 数 の ジ ョ ブ 作 成 装 置 102、 工 程 処 理 装 置 104と イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の ネ ッ ト
ワ ー ク 105を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 そ し て 、 印 刷 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103は 、 画 像 処 理 シ ス テ
ム に お い て ワ ー ク フ ロ ー マ ネ ー ジ ャ （ PC WM） と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ジ ョ ブ 作 成 装 置 102は 、 コ ン ピ ュ ー タ 等 の 情 報 処 理 装 置 で 構 成 さ れ て お り 、 プ リ ン ト を
発 注 す る エ ン ド ユ ー ザ 環 境 101（ パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 で 構 成 さ れ る ） と イ ン タ ー ネ
ッ ト 等 の ネ ッ ト ワ ー ク 105を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 ジ ョ ブ 作 成 装 置 102は 、 エ ン ド
ユ ー ザ 環 境 101内 に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ジ ョ ブ 作 成 装 置 102は 、 エ ン ド ユ ー ザ か ら の 要 求 に 基 づ い て 作 業 指 示 書 （ ジ ョ ブ チ ケ ッ
ト ） を 作 成 し 、 印 刷 対 象 の 文 書 と と も に ジ ョ ブ 管 理 装 置 103に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 ジ ョ ブ 作 成 装 置 102は 、 上 記 機 能 さ え あ れ ば 、 特 に 構 成 等 は 問 わ な い た め 、 詳 細
な 説 明 は 本 提 案 書 で は 行 わ な い こ と と す る 。 さ ら に 、 印 刷 対 象 文 書 は 、 所 定 の フ ァ イ ル フ
ォ ー マ ッ ト 、 例 え ば Adobe社 の PDF（ Portabel Document Format） に て 入 稿 さ れ る の が 一 般
的 で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103は 、 ジ ョ ブ 作 成 装 置 102か ら 受 信 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 指 定 に 基 づ い
て 、 同 じ く ジ ョ ブ 作 成 装 置 102か ら 受 信 し た 印 刷 対 象 の 文 書 を 、 加 工 、 印 刷 、 製 本 す る よ
う 、 工 程 処 理 装 置 104に 指 示 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 工 程 処 理 装 置 104は 、 コ ン ピ ュ ー タ 等 の 情 報 処 理 装 置 や 各 種 デ バ イ ス に よ り 構 成 さ れ て
お り 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103か ら の 指 示 に 基 づ い て 、 各 種 工 程 処 理 を 実 行 し 、 最 終 的 な 成 果
物 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 各 種 工 程 処 理 は 、 印 刷 対 象 文 書 の 画 像 補 正 や 、 フ ァ イ ル の マ ー ジ や ペ ー ジ の 挿 入
/削 除 や 各 種 ペ ー ジ の レ イ ア ウ ト 編 集 や 面 付 け 処 理 、 プ リ ン ト デ バ イ ス に よ る プ リ ン ト ア
ウ ト 等 を 含 む 。 ま た 、 各 種 工 程 処 理 は 、 紙 折 り 機 、 中 綴 じ 製 本 機 、 く る み 製 本 機 等 の 後 処
理 デ バ イ ス に よ る 、 プ リ ン ト ア ウ ト さ れ た 記 録 紙 の 、 紙 折 り 、 中 綴 じ 製 本 、 く る み 製 本 等
の 仕 上 げ 処 理 も 含 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 工 程 処 理 装 置 104は 、 ４ 台 の コ ン ピ ュ ー タ （ 104-A、 104-B、 104-C、 10
4-D） と １ 台 の プ リ ン タ 104-Eか ら 構 成 さ れ る も の と す る が 、 特 に 台 数 は 問 わ な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ＜ ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 例 ＞
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た シ ス テ ム 構 成 の う ち ジ ョ ブ 管 理 装 置 103及 び 工 程 処 理 装 置 104に お
け る ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ こ で は 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103は １ 台 と し て い る が 、 複 数 存 在 す る シ ス テ ム で あ っ て も
本 発 明 は 適 用 で き る 。 ま た 、 工 程 処 理 装 置 と し て 工 程 処 理 装 置 104-Aの み を 示 し て い る が
、 こ れ は 図 の 簡 略 化 の た め で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 実 際 に は 図 １ に 示 す よ う に 複
数 の 工 程 処 理 装 置 か ら 構 成 さ れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103は 、 デ ー タ 入 出 力 部 103-1、 文 書 解 析 部 103-2， ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適
化 処 理 部 103-3、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4、 リ ソ ー ス 処 理 部 103-5、 デ ィ ス プ レ イ 103-8が 接 続 さ
れ た 画 像 表 示 部 103-7等 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 さ ら に 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103は 、 不 図 示 の 文 書 処 理 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 等 の ア プ リ ケ ー シ
ョ ン プ ロ グ ラ ム に よ り 作 成 さ れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン デ ー タ フ ァ イ ル や 、 本 実 施 形 態 で 用 い
る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 等 を 格 納 す る た め の デ ー タ 格 納 部 103-6等 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 デ ー タ 格 納 部 103-6に は 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103の オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 保 持 す る フ
ォ ン ト フ ァ イ ル な ど の シ ス テ ム 情 報 が 保 存 さ れ て い る 。 ま た 、 デ ー タ 格 納 部 103-6に は 、
ジ ョ ブ 管 理 装 置 103の 有 す る こ れ ら ソ フ ト ウ ェ ア 資 源 及 び ハ ー ド ウ ェ ア 資 源 の デ ー タ ベ ー
ス も 保 存 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 文 書 解 析 部 103-2は 、 元 文 書 内 に 必 要 な 文 字 の 字 体 や 画 像 と い っ た リ ソ ー ス が 埋 め 込 ま
れ て い る か 解 析 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 リ ソ ー ス 処 理 部 103-5は 、 元 文 書 内 に 使 用 さ れ て い る 文 字 の 字 体 等 の リ ソ ー ス を 元 文 書
内 に 埋 め 込 む 処 理 等 を 行 う 。 以 降 、 本 実 施 形 態 で は 、 リ ソ ー ス と し て 字 体 の み を 対 象 と し
て 説 明 を 進 め る が 、 元 文 書 内 に 含 ま れ る 画 像 等 、 他 の リ ソ ー ス に つ い て も 同 様 の こ と が 言
え る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 リ ソ ー ス 処 理 部 103-5を ジ ョ ブ 管 理 装 置 103内 の 一 部 と し た
構 成 で 説 明 す る が 、 リ ソ ー ス 埋 め 込 み 処 理 103-5を 工 程 処 理 装 置 104の 一 部 と し た 構 成 で も
構 わ な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3で は 、 入 稿 さ れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 解 釈 し 、 必 要 に
応 じ て ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 最 適 な も の に 書 き 換 え る 処 理 を 行 う 。 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 ジ
ョ ブ チ ケ ッ ト の 内 容 に 従 っ て 、 各 工 程 装 置 104に 作 業 を 指 示 す る な ど 、 ジ ョ ブ 全 体 の 管 理
を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 デ ー タ 入 出 力 部 103-1は 、 電 話 回 線 や LAN、 イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 105を 介 し て 、 ジ ョ ブ 作
成 装 置 102や 、 工 程 処 理 装 置 104と 通 信 し 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト や 元 文 書 等 の デ ー タ を 交 換 す る
処 理 を 行 う 。 ま た 、 図 ２ で は キ ー ボ ー ド や ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス 等 の 入 出 力 デ バ イ ス も
デ ー タ 入 出 力 部 103-1に 接 続 さ れ る も の と し て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 工 程 処 理 装 置 104-Aに は 、 デ ー タ 入 出 力 部 104-1、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 解 釈 部 104-2、 工 程 処
理 部 104-3、 デ ィ ス プ レ イ 104-8が 接 続 さ れ た 画 像 表 示 部 104-7等 が 含 ま れ る 。 さ ら に 、 工
程 処 理 装 置 104-Aに は 、 の デ ー タ 格 納 部 104-6等 が 含 ま れ る 。 デ ー タ 格 納 部 104-6に は 、 不
図 示 の 文 書 処 理 ア プ リ ケ ー シ ョ ン な ど の ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム に よ り 作 成 さ れ た ア
プ リ ケ ー シ ョ ン デ ー タ フ ァ イ ル や 、 本 実 施 形 態 で 用 い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト や ジ ョ ブ 管 理 装 置
103か ら 受 信 し た 元 文 書 フ ァ イ ル 等 が 格 納 さ れ る 。 ま た 、 デ ー タ 格 納 部 104-6に は 、 工 程 処
理 装 置 104-Aの オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム が 保 持 す る フ ォ ン ト フ ァ イ ル な ど の シ ス テ ム 情
報 が 保 存 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 デ ー タ 入 出 力 部 104-1、 デ ィ ス プ レ イ 104-8、 画 像 表 示 部 104-7等 は 、 そ れ ぞ れ ジ
ョ ブ 管 理 装 置 103の 各 部 と 同 様 の 役 割 を 果 た す た め 説 明 は 割 愛 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 解 釈 部 104-2で は 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103よ り 受 け 取 っ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を
解 釈 し 、 工 程 処 理 部 104-3が 処 理 を 行 う よ う 制 御 す る 。 工 程 処 理 部 104-3は 、 印 刷 に 必 要 な
処 理 を ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 解 釈 部 104-2の 指 示 に 従 っ て 行 う 。 印 刷 に 必 要 な 処 理 と し て は 、 例
え ば 「 色 管 理 」 、 「 ト ラ ッ ピ ン グ 」 や 「 面 付 け 」 と い っ た 処 理 が 挙 げ ら れ る が 、 工 程 処 理
装 置 104-Aで は 「 色 管 理 」 処 理 を 行 う 機 能 を 保 持 す る こ と と す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 不 図 示 の 104-B、 104-C、 104-Dは 、 基 本 的 に は 図 ２ の 104-Aで 示 し た ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 と
同 様 で あ る が 、 工 程 処 理 部 104-3に つ い て は 図 ３ で 示 す よ う な も の と す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た 各 工 程 処 理 装 置 104に お い て 、 そ れ ぞ れ 実 行 可 能 な 処 理 の 一 覧 を
示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 104-Aで は 、 「 色 管 理 」 処 理 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 104-Bで は 「 ト ラ
ッ ピ ン グ 」 、 「 ス ク リ ー ニ ン グ 」 、 「 ス ム ー ジ ン グ 」 と い っ た 処 理 が 可 能 で あ る 。 さ ら に
、 104-Cで は 「 タ イ リ ン グ 」 、 「 面 付 け 」 、 「 プ レ ビ ュ ー 」 、 「 レ ン ダ リ ン グ 」 と い っ た
処 理 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 104-Dで は 「 印 刷 」 処 理 が 可 能 で あ る 。 こ の よ う に 、 行 え る 工
程 処 理 が 工 程 装 置 ご と に 異 な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ＜ ハ ー ド ウ ェ ア の 構 成 例 ＞
　 図 ４ は 、 図 １ に 示 し た ジ ョ ブ 作 成 装 置 101、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103及 び 工 程 処 理 装 置 104と
し て 使 用 可 能 な 情 報 処 理 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ４ に お い て 、 400aは CPUで あ る 。 CPU400aは 、 外 部 メ モ リ 400cに 保 存 さ れ る プ ロ グ ラ ム
を メ モ リ 400bに 読 み 込 ん で 実 行 す る こ と に よ り 、 図 ２ に 示 し た ジ ョ ブ 管 理 装 置 103， 工 程
処 理 装 置 104の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 を 実 現 す る 。 な お 、 外 部 メ モ リ 400Cは 、 ハ ー ド デ ィ ス ク
で あ っ て も よ い し 、 フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク や CD-ROM等 の 取 り 外 し 可 能 な 記 憶 媒 体 を 用 い る
も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
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　 ま た 、 図 ２ に 示 し た デ ー タ 格 納 部 103-6や デ ー タ 格 納 部 104-6は 、 外 部 メ モ リ 103cの 一 部
領 域 と し て 実 現 さ れ る 。 さ ら に 、 400fは デ ィ ス プ レ イ で あ り 、 デ ィ ス プ レ イ 103-8， デ ィ
ス プ レ イ 104-8等 に 相 当 す る も の で あ っ て 、 画 像 等 を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 400dは 、 I/Oイ ン タ フ ェ ー ス (I/O I/F)で あ り 、 ネ ッ ト ワ ー ク 105等 に 接 続 さ れ る 。 ま た
、 400eは キ ー ボ ー ド （ K/B） や ポ イ ン テ ィ ン グ デ バ イ ス で あ り 、 オ ペ レ ー タ が 必 要 に 応 じ
て 入 力 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 次 に 本 実 施 形 態 の 処 理 の 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 前 述 の よ う に 埋 め 込 む 必 要 の あ る リ ソ ー ス と し て フ ォ ン ト を 対 象 と し
て 説 明 を 進 め て い く 。 そ こ で 、 ま ず 、 印 刷 シ ス テ ム に 入 稿 さ れ る 元 文 書 の 一 般 的 な フ ァ イ
ル フ ォ ー マ ッ ト で あ る 、 PDFや SVGに 代 表 さ れ る 中 間 フ ァ イ ル に お け る 文 字 描 画 の 仕 組 み に
つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ＜ 中 間 フ ァ イ ル に お け る 文 字 描 画 の 仕 組 み ＞
　 PDF等 の 中 間 フ ァ イ ル は 、 文 書 を 構 成 す る オ ブ ジ ェ ク ト を 記 述 す る 描 画 コ マ ン ド と オ ブ
ジ ェ ク ト の 位 置 や サ イ ズ 等 を 示 す オ ペ ラ ン ド と を 含 む 。 描 画 コ マ ン ド は 通 常 、 オ ブ ジ ェ ク
ト の 種 類 に 応 じ て 、 文 字 を 出 力 す る 「 文 字 系 」 、 ビ ッ ト マ ッ プ 等 の 画 像 を 出 力 す る 「 イ メ
ー ジ 系 」 、 直 線 や 円 、 四 角 形 等 の 図 形 を 出 力 す る 「 グ ラ フ ィ ッ ク 系 」 の ３ 種 類 に 大 別 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ こ で は 、 Microsoft社 の Windows（ 登 録 商 標 ） シ ス テ ム の 「 文 字 系 」 描 画 コ マ ン ド に つ
い て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ５ は 、 文 字 描 画 に 必 要 な 情 報 を 表 す 模 式 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ５ は 一 例 で あ る が 、 一 般 的 に も 文 字 描 画 コ マ ン ド に は オ ペ ラ ン ド と し て 以 下 の ４ つ の
フ ォ ン ト 情 報 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
（ １ ） 文 字 コ ー ド 301：
　 文 字 を 特 定 す る た め の 情 報 で あ る 。 ASCII、 ShiftJIS、 Unicode等 、 予 め 定 め ら れ た コ ー
ド 体 系 に 従 っ た 文 字 コ ー ド が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
（ ２ ） フ ォ ン ト 属 性 302：
　 文 字 描 画 に 適 応 す る フ ォ ン ト フ ェ ー ス 名 、 グ リ フ へ の 修 飾 を 表 す イ タ リ ッ ク ／ ボ ー ル ド
指 定 有 無 、 文 字 の 大 き さ を 表 す ポ イ ン ト 数 等 の 情 報 を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ ３ ） 描 画 属 性 303：
　 文 字 の 描 画 位 置 や 、 色 、 ク リ ッ プ の 状 態 等 を 表 す 情 報 を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
（ ４ ） フ ォ ン ト 形 状 情 報 304：
　 ゴ シ ッ ク や 明 朝 等 の フ ェ ー ス 名 で 指 定 さ れ る 文 字 描 画 形 状 を 表 す 情 報 を 含 む 。 文 字 毎 の
描 画 形 状 情 報 （ グ リ フ と 呼 ぶ ） を 有 す る 。 フ ォ ン ト の 情 報 形 式 と し て は 、 大 き く ビ ッ ト マ
ッ プ フ ォ ン ト と ア ウ ト ラ イ ン フ ォ ン ト と に 分 か れ 、 TrueType（ 登 録 商 標 ） 、 OPENTYPE（ 登
録 商 標 ） 等 の 各 種 フ ォ ー マ ッ ト が 定 義 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ し て 、 こ れ ら の 情 報 全 て が 揃 わ な け れ ば 、 ユ ー ザ が 意 図 し た 通 り の 文 字 描 画 305は 成
立 し な い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 な お 、 中 間 フ ァ イ ル 内 の 文 字 描 画 デ ー タ に は 、 文 字 コ ー ド 、 フ ォ ン ト 属 性 、 描 画 属 性 の
３ つ の フ ォ ン ト 情 報 を 用 い た 文 字 描 画 コ マ ン ド が 含 ま れ る の が 普 通 で あ る 。 コ ン ピ ュ ー タ
等 に お い て 文 字 描 画 を 実 行 す る 際 、 す な わ ち 中 間 フ ァ イ ル を 再 生 す る 際 に は 、 コ ン ピ ュ ー
タ は 次 の よ う な 処 理 を 行 う 。 ま ず 、 文 字 描 画 コ マ ン ド に 含 ま れ る フ ォ ン ト フ ェ ー ス 名 を も
と に 、 当 該 コ ン ピ ュ ー タ を 管 理 す る OS（ Operating System） が 保 持 し て い る 同 じ フ ォ ン ト
フ ェ ー ス 名 の フ ォ ン ト 形 状 情 報 を 参 照 し て 文 字 を 描 画 す る の が 普 通 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 し か し 、 指 定 さ れ た フ ォ ン ト 形 状 情 報 が 、 す べ て の コ ン ピ ュ ー タ 環 境 （ OSに よ り 提 供 さ
れ る 資 源 と 言 う こ と も で き る ） に 存 在 す る と は か ぎ ら な い 。 言 い 換 え る と 、 ユ ー ザ が 中 間
フ ァ イ ル を 作 成 し た コ ン ピ ュ ー タ 環 境 （ 中 間 フ ァ イ ル 作 成 環 境 と 呼 ぶ ） に 存 在 し た フ ォ ン
ト 形 状 情 報 が 、 文 字 描 画 が 行 わ れ る コ ン ピ ュ ー タ 環 境 （ 文 字 描 画 実 行 環 境 と い う ） で は 存
在 し て い な い 場 合 も あ り 得 る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 描 画 が 行 わ れ る コ ン ピ ュ ー タ 環 境 に 、 ア プ リ ケ ー シ ョ ン デ ー タ を 作 成 し た ユ ー ザ が 意 図
し た フ ォ ン ト が 存 在 し な い 場 合 で も 、 ユ ー ザ が 意 図 し た フ ォ ン ト で 文 字 描 画 を 行 う た め に
、 従 来 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み と い う 仕 組 み が 知 ら れ て い る 。 以 下 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み の 仕 組
み に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ は 、 文 字 描 画 デ ー タ （ 中 間 フ ァ イ ル ） 内 に 、 文 字 描 画 コ マ ン ド （ 文 字 コ ー ド 、 フ ォ
ン ト 属 性 、 描 画 属 性 ） 以 外 に 、 フ ォ ン ト 形 状 情 報 を 埋 め 込 ま せ 、 文 字 描 画 デ ー タ で 使 用 さ
れ る フ ォ ン ト 形 状 情 報 を 文 字 描 画 実 行 環 境 に 持 ち 込 む 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 文 字 描 画 デ ー タ に 埋 め 込 ま れ た フ ォ ン ト 形 状 情 報 は 、 文 字 描 画 実 行 環 境 に お い て 、 当 該
環 境 に よ り 提 供 さ れ る フ ォ ン ト と し て 登 録 さ れ 、 文 字 描 画 デ ー タ は そ の フ ォ ン ト を 用 い て
文 字 描 画 さ れ る 。 こ の た め 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み は 、 文 字 描 画 デ ー タ 内 の 文 字 描 画 コ マ ン ド
で 指 定 さ れ た フ ォ ン ト が 描 画 実 行 環 境 に 存 在 し な く て も 、 ユ ー ザ が 意 図 し た 出 力 を 得 ら れ
る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 し か し 、 こ の 方 法 で は 、 フ ォ ン ト 形 状 情 報 を 文 字 描 画 デ ー タ に 内 に 埋 め 込 む た め 、 文 字
描 画 デ ー タ 量 が 大 き く な る 傾 向 に あ る 。 特 に 日 本 語 フ ォ ン ト や 中 国 語 フ ォ ン ト の よ う な 文
字 種 の 多 い フ ォ ン ト を 埋 め 込 む 場 合 に こ の 問 題 が 顕 著 と な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 ＜ 本 実 施 形 態 に お け る 処 理 手 順 例 ＞
　 次 に 、 図 ６ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 １ ０ ３ の 処 理 概 要 を 説 明
す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 １ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。 な お 、 フ ロ ー チ ャ ー ト 内 の S501～ S504は 文 書 解 析 部 103-2、 S505は ジ ョ ブ
チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3、 S506は ジ ョ ブ 管 理 部 103-4、 S507は デ ー タ 入 出 力 部 103-1に
て そ れ ぞ れ 処 理 さ れ る 。 即 ち 、 S501～ S507は 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103の CPUが 外 部 メ モ リ に 格
納 さ れ る プ ロ グ ラ ム を メ モ リ に 読 み 込 ん で 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ジ ョ ブ 管 理 装 置 １ ０ ３ は 、 デ ー タ 入 出 力 部 103-1に て 、 ジ ョ ブ 作 成 装 置 102か ら 元 文 書 と
ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 受 け 取 る と 、 本 フ ロ ー チ ャ ー ト の 処 理 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S501に お い て 、 文 書 解 析 部 103-2は 、 元 文 書 を 解 析 す る 。 そ し て 、 ス テ
ッ プ S502に お い て 、 文 書 解 析 部 103-2は 、 使 用 さ れ て い る フ ォ ン ト の フ ォ ン ト 形 状 情 報 304
が 元 文 書 内 に 埋 め 込 ま れ て い る か ど う か を 判 定 す る 。 な お 、 こ の 判 定 は 、 使 用 さ れ て い る
フ ォ ン ト の 文 字 コ ー ド と フ ォ ン ト フ ェ ー ス 名 に 該 当 す る 文 字 形 状 情 報 が 文 書 内 に 含 ま れ て
い る か ど う か を 調 べ る こ と に よ っ て 行 う こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ７ １ 】
　 そ し て 、 使 用 さ れ て い る 全 て の フ ォ ン ト が 元 文 書 内 に 埋 め 込 ま れ て い る と 判 定 し た 場 合
、 文 書 解 析 部 103-2は 、 ス テ ッ プ S506へ 処 理 を 移 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 一 方 、 使 用 さ れ て い る フ ォ ン ト の 中 に 元 文 書 内 に 未 埋 め 込 み フ ォ ン ト が あ る と 判 定 し た
場 合 、 文 書 解 析 部 103-2は 、 ス テ ッ プ S503へ 処 理 を 移 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 元 文 書 内 に 未 埋 め 込 み の フ ォ ン ト が あ っ た 場 合 、 文 書 解 析 部 103-2は 、 ス テ ッ プ S503に
お い て 、 そ の 未 埋 め 込 み フ ォ ン ト が 元 文 書 内 に 埋 め 込 み 可 能 か ど う か 判 定 す る 。 判 定 方 法
は 次 の 通 り で あ る 。 ま ず 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 を 実 行 す る 環 境 （ 本 実 施 形 態 で は ジ ョ ブ
管 理 装 置 103） に 搭 載 さ れ て い る フ ォ ン ト リ ス ト を 取 得 す る 。 フ ォ ン ト リ ス ト に な い 未 埋
め 込 み フ ォ ン ト が 一 つ で も あ っ た 場 合 、 も し く は 未 埋 め 込 み フ ォ ン ト の 中 に ラ イ セ ン ス フ
ォ ン ト が 一 つ で も あ っ た 場 合 、 「 埋 め 込 み 不 可 」 と 判 定 す る 。 フ ォ ン ト が ラ イ セ ン ス フ ォ
ン ト で あ る か ど う か は 、 例 え ば 、 フ ォ ン ト が TrueTypeフ ォ ン ト で あ れ ば 、 TrueTypeフ ォ ン
ト テ ー ブ ル 内 の OS/2テ ー ブ ル 内 に 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S503の 結 果 を 受 け て 、 ス テ ッ プ S504に お い て 、 文 書 解 析 部 103-2が 、
埋 め 込 み 不 可 な フ ォ ン ト が あ る と 判 定 し た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S507へ 処 理 を 移 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S507に お い て 、 デ ー タ 入 出 力 部 103-1は 、 「 埋 め 込 み 不 可 フ ォ ン ト が
存 在 す る た め 、 意 図 し た 通 り の 出 力 を 保 障 で き な い 」 と い っ た 趣 旨 の 情 報 を 利 用 者 の 連 絡
先 、 も し く は ジ ョ ブ 作 成 装 置 102へ 通 知 し 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ S504で 、 文 書 解 析 部 103-2が 、 埋 め 込 み 不 可 な フ ォ ン ト が な い と 判 定 し
た 場 合 に は 、 ス テ ッ プ S505へ 処 理 を 移 行 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S505に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 入 稿 さ れ た ジ ョ
ブ チ ケ ッ ト を 解 析 し 、 フ ォ ン ト を 埋 め 込 ん だ 元 文 書 が 必 要 で あ る 工 程 を 特 定 す る 。 そ し て
、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト に 「 フ ォ ン ト を 埋 め 込 む 」 と い う 指 示 を 前 記 特 定 し た 工 程 の 手 前 に 追 加
す る 。 こ の 処 理 の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S506に お い て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 指 示 に 従 っ て
、 各 工 程 装 置 に 作 業 を 指 示 す る 。 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト に 記 載 さ れ た 指 示 を す べ て 行 っ た 後 、 処
理 を 終 了 す る 。 こ の 処 理 の 詳 細 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 以 下 、 図 ６ に 示 し た ス テ ッ プ S505の ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 ， ス テ ッ プ S506の ワ ー ク
フ ロ ー 制 御 処 理 の 詳 細 を 説 明 す る 前 に 、 本 実 施 形 態 で 用 い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト に つ い て 説 明
す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 ＜ 本 実 施 形 態 に お け る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 例 ＞
　 図 ７ は 、 本 実 施 形 態 で 用 い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 こ の 例 で は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト は 、 SGMLや XML等 に 代 表 さ れ る マ ー ク ア ッ プ 言 語 を 利 用 し
た テ キ ス ト ド キ ュ メ ン ト 形 式 を と っ て い る 。 た だ し 、 本 実 施 形 態 の 説 明 に 必 要 な 部 分 の み
の 表 現 を 用 い て お り 、 SGMLや XML等 の 仕 様 に 厳 密 に 従 っ た も の で は な い 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ７ に 示 す ジ ョ ブ チ ケ ッ ト は ３ ２ 行 か ら 成 り 立 っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 ま ず 、 １ 行 目 の は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 記 述 の 開 始 を 意 味 す る 。 こ れ に 対 応 す る 表 現 と し
て 、 ３ ２ 行 目 の は ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 記 述 の 終 了 を 意 味 す る 。
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【 ０ ０ ８ ４ 】
　 ２ ～ ３ １ 行 目 ま で は 、 具 体 的 な 指 示 を 表 す も の で あ る 。 な お 、 ２ 行 目 、 ９ 行 目 、 １ ５ 行
目 、 ２ １ 行 目 、 ２ ７ 行 目 の よ う な 第 ２ 階 層 の タ グ に 、 各 工 程 装 置 104が 行 う プ ロ セ ス 名 （
処 理 名 ） が 記 載 さ れ て い る 。 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103は 、 図 ７ に お け る プ ロ セ ス （ 第 ２ 階 層 の
タ グ ） を 上 か ら 順 に 処 理 す る よ う に 各 工 程 装 置 104を 制 御 し 、 最 終 成 果 物 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ７ で 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 例 で は 、 ま ず 、 カ ラ ー マ ネ ー ジ メ ン ト （ ColorManagemen
t） 処 理 （ ２ 行 目 ） を 行 う よ う に 指 示 さ れ て い る 。 次 に 、 ト ラ ッ ピ ン グ （ Trapping） 処 理
（ ９ 行 目 ） を 行 う よ う に 指 示 さ れ て い る 。 さ ら に 、 タ イ リ ン グ （ Tilling） 処 理 （ １ ５ 行
目 ） を 行 う よ う に 指 示 さ れ て い る 。 さ ら に 、 面 付 け （ Impositon） 処 理 （ ２ １ 行 目 ） を 行
う よ う に 指 示 さ れ て い る 。 最 後 に 、 印 刷 （ Print） 処 理 （ ２ ７ 行 目 ） を 行 う よ う に 指 示 さ
れ て い る 。 こ の よ う に 、 各 処 理 を 順 次 行 う よ う に 指 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 第 ３ 階 層 の タ グ に は 、 各 処 理 の 設 定 パ ラ メ ー タ が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 例 え ば 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の ３ ～ ６ 行 目 ま で は 「 カ ラ ー マ ネ ー ジ メ ン ト 処 理 」 の パ ラ メ ー
タ を 示 す も の で あ る 。 ３ 行 目 の は 、 処 理 を 行 う コ ン ピ ュ ー タ 名 を 示 し て い る 。 ジ ョ ブ 管 理
部 103-4は こ の パ ラ メ ー タ に よ っ て ジ ョ ブ の 送 信 先 を 決 定 す る 。 例 え ば 、 コ ン ピ ュ ー タ 名
と そ の ネ ッ ト ワ ー ク 上 で の ア ド レ ス を 示 す Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 対 応 付 け た ア ド レ ス テ ー ブ ル （
一 例 を 図 ８ に 示 す ） を 参 照 す る こ と で 、 コ ン ピ ュ ー タ 名 か ら 送 信 先 が 決 定 で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ８ は 、 本 発 明 に お い て コ ン ピ ュ ー タ 名 と そ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 対 応 付 け た ア ド レ ス テ ー
ブ ル の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 図 ８ に 示 す よ う な ア ド レ ス テ ー ブ ル を 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103の デ ー タ
格 納 部 103-6に 予 め 保 持 さ せ て お く こ と と す る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 以 下 、 図 ７ の ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 説 明 に 戻 る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 ３ 行 目 の 記 載 か ら 特 定 し た 工 程 処 理 装 置 の へ 元 文 書 と ジ ョ ブ チ
ケ ッ ト を 送 信 す る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 各 工 程 装 置 に 送 信 す る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト は 、 元
の ジ ョ ブ チ ケ ッ ト か ら 該 当 工 程 装 置 が 行 う 部 分 の み 抜 き 出 し た も の を 送 信 す る こ と と す る
。 例 え ば 、 工 程 装 置 104-Aに 送 る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト は 図 ７ に お け る ２ ～ ８ 行 目 の み と す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 ４ 行 目 は 、 実 際 の カ ラ ー マ ネ ー ジ メ ン ト に 使 う プ ロ フ ァ イ ル を 指 定 し て お り 、 ジ
ョ ブ 解 釈 部 104-2は 、 こ の 指 定 に 従 っ て 元 文 書 に 処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 さ ら に 、 ５ 行 目 は 、 カ ラ ー マ ネ ー ジ メ ン ト 処 理 を 施 し た 元 文 書 の 出 力 先 を 指 定 し て お り
、 ジ ョ ブ 解 釈 部 104-2は 、 こ の パ ラ メ ー タ に よ っ て ジ ョ ブ の 出 力 先 を 特 定 し て い る 。 例 え
ば 、 ３ 行 目 記 載 の 処 理 装 置 の 特 定 方 法 と 同 様 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た 、 ６ 行 目 は 、 ジ ョ ブ の ス テ ー タ ス を 示 し て お り 、 未 処 理 の 場 合 、 "Imcomplete"、 処
理 済 み の 場 合 、 "Complete"等 、 ス テ ー タ ス に 応 じ て 変 更 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 ジ ョ ブ 解 釈 部 104-2は 、 指 示 さ れ た 処 理 が 行 わ れ た 事 を ジ ョ ブ 管 理 部 103-4
に 通 知 す る 。 そ し て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 そ の 終 了 通 知 を 受 け て 、 次 の プ ロ セ ス へ 処
理 を 移 行 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ま た 、 実 際 の カ ラ ー マ ネ ー ジ メ ン ト 処 理 に は 他 に も 多 く の パ ラ メ ー タ （ 設 定 項 目 ） が 必
要 で あ り 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 第 ３ 階 層 に 記 載 す る 必 要 が あ る が 、 こ の 例 で は 詳 細 な パ ラ メ
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ー タ （ 設 定 値 ） は 割 愛 し て い る 。 ま た 、 他 の 第 三 階 層 の タ グ も 、 上 記 カ ラ ー マ ネ ー マ ネ ー
ジ メ ン ト 処 理 と 同 様 、 各 処 理 プ ロ セ ス で 行 う 処 理 の パ ラ メ ー タ を 指 定 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 次 に 、 図 ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 最 適 化 処 理 505の 詳 細 な 処
理 手 順 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 ２ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ り 、 図 ６ の ス テ ッ プ S505の ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 に 対 応 す る 。 な お 、 フ ロ
ー チ ャ ー ト 内 の S505-1～ S505-7は ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3に て 処 理 さ れ る 。 即
ち 、 S505-1～ S505-7は 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103の CPUが 外 部 メ モ リ に 格 納 さ れ る プ ロ グ ラ ム を
メ モ リ に 読 み 込 ん で 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S505-1に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 デ ー タ 格 納 部 1
03-6に 格 納 さ れ て い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 読 み 込 み 、 記 載 さ れ て い る プ ロ セ ス 数 を 取 得 し 、
メ モ リ 上 に 保 持 さ れ る 変 数 Mに セ ッ ト す る 。 な お 、 図 ７ に 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 例 で は
、 プ ロ セ ス 数 は 「 ５ 」 と な る （ タ グ の 数 が プ ロ セ ス 数 に あ た る ） 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S505-2に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 メ モ リ 上 に 保
持 さ れ る カ ウ ン タ Nに 「 １ 」 を セ ッ ト す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S505-3に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 デ ー タ 格 納 部 1
03-6に 格 納 さ れ て い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト か ら N番 目 の プ ロ セ ス を 読 み 込 む 。 そ し て 、 ス テ ッ
プ S505-4に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 カ ウ ン タ Nと 変 数 Mと を 比 較 す
る 。 そ し て 、 「 N＞ M」 と 判 定 し た 場 合 に は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 処 理
を 終 了 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 一 方 、 「 N＞ M」 で な い と 判 定 し た 場 合 に は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 ス
テ ッ プ S505-5に 処 理 を 進 め る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 ス テ ッ プ S505-5に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 読 み 込 ん だ プ ロ セ ス N
で 指 示 さ れ て い る 処 理 に 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み が 為 さ れ た 入 稿 文 書 が 必 要 か ど う か を 判 定 す
る 。 こ の 判 定 方 法 の 例 と し て は 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103の デ ー タ 格 納 部 103-6に 、 予 め フ ォ ン
ト 埋 め 込 み 文 書 が 必 要 な 処 理 工 程 の リ ス ト （ 以 下 、 要 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 文 書 工 程 リ ス ト と
呼 ぶ ） を 保 持 さ せ て お く 。 そ し て 、 該 要 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 文 書 工 程 リ ス ト を 参 照 す る こ と
に よ っ て 判 定 す る 方 法 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 、 要 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 文 書 工 程 リ ス ト の 一 例 を 示 す 図 で
あ る 。 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 要 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 文 書 工 程 リ ス ト で は 、 プ ロ セ ス 名 「 Proc
ess Name」 毎 に フ ォ ン ト 埋 め 込 み の 要 否 「 FontEmbed Wanted or Not」 が 記 載 さ れ て い る
。 こ の 例 で は 、 プ レ ビ ュ ー 処 理 「 Preview」 と プ リ ン ト 処 理 「 Print」 が フ ォ ン ト を 埋 め 込
ん だ 元 文 書 が 必 要 「 Wanted」 で あ る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 以 下 、 図 ９ の フ ロ ー チ ャ ー ト の 説 明 に 戻 る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S505-5で 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み が 為 さ れ た 入 稿 文 書 が 必 要 で な い と 判 定
し た 場 合 に は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 ス テ ッ プ S505-7に 処 理 を 移 行 さ せ
る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 ス テ ッ プ S505-7に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 カ ウ ン タ Nを １ カ ウ ン
ト ア ッ プ し て 、 ス テ ッ プ S505-3へ 処 理 を 戻 す 。
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【 ０ １ ０ ８ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ S505-5で 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み が 為 さ れ た 入 稿 文 書 が 必 要 と 判 定 し た 場 合
に は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 ス テ ッ プ S505-6に 処 理 を 移 行 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ス テ ッ プ S505-6に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 プ ロ セ ス Nに フ ォ ン ト
埋 め 込 み 文 書 が 必 要 で あ る と 判 定 さ れ た 場 合 、 そ の 直 前 の プ ロ セ ス （ 即 ち 、 プ ロ セ ス N－
１ ） に 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み プ ロ セ ス を 追 加 す る 。 そ し て 、 処 理 を 終 了 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 以 上 の 処 理 に よ っ て 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト が 入 稿 さ れ た 場 合 、 か つ 図
１ ０ に 示 し た よ う な 要 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 文 書 工 程 リ ス ト で あ っ た 場 合 、 図 ９ の フ ロ ー チ ャ
ー ト の 処 理 に よ っ て 、 図 １ １ に 示 す よ う な ジ ョ ブ チ ケ ッ ト に 書 き 換 え ら れ る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 １ １ は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3に よ り 書 き 換 え ら れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の
一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 １ １ に 示 す ジ ョ ブ チ ケ ッ ト は 、 図 ７ で 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト に 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み プ
ロ セ ス 701（ 図 １ １ の ２ ７ ～ ３ ２ 行 目 の 部 分 ） を 追 加 し た も の で あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 次 に 、 図 １ ２ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 ６ に 示 し た ワ ー ク フ ロ ー 制 御 処 理 506の
詳 細 な 処 理 手 順 を 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 ３ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ り 、 図 ６ の ス テ ッ プ S506の ワ ー ク フ ロ ー 制 御 処 理 に 対 応 す る 。 な お 、 フ ロ ー
チ ャ ー ト 内 の S506-1～ S506-7は ジ ョ ブ 管 理 部 103-4に て 処 理 さ れ る 。 即 ち 、 S506-1～ S506-
7は 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103の CPUが 外 部 メ モ リ に 格 納 さ れ る プ ロ グ ラ ム を メ モ リ に 読 み 込 ん
で 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S506-1に お い て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 デ ー タ 格 納 部 103-6に 格 納 さ れ
て い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 読 み 込 み 、 記 載 さ れ て い る プ ロ セ ス 数 を 取 得 し 、 メ モ リ 上 に 保 持
さ れ る 変 数 Mに セ ッ ト す る 。 な お 、 図 １ １ に 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 例 で は 、 プ ロ セ ス 数
は 「 ６ 」 と な る （ タ グ の 数 が プ ロ セ ス 数 に あ た る ） 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S505-2に お い て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 メ モ リ 上 に 保 持 さ れ る カ ウ ン
タ Nに 「 １ 」 を セ ッ ト す る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S506-3に お い て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 デ ー タ 格 納 部 103-6に 格 納 さ れ
て い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト か ら N番 目 の プ ロ セ ス を 読 み 込 む 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S506-4に お い て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 カ ウ ン タ Nと 変 数 Mと を 比 較
す る 。 そ し て 、 「 N＞ M」 で な い と 判 定 し た 場 合 に は 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 ス テ ッ プ S50
6-5に 処 理 を 進 め る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 ス テ ッ プ S506-5に お い て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 読 み 込 ん だ プ ロ セ ス Nで 指 示 さ れ て い
る 処 理 を 行 う よ う に 各 工 程 処 理 装 置 104へ 元 文 書 と ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 送 信 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 こ の ジ ョ ブ （ 元 文 書 と ジ ョ ブ チ ケ ッ ト ） を 受 け と っ た 各 工 程 処 理 装 置 104
は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 解 釈 部 104－ 2に て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 解 釈 し 処 理 を 実 行 す る 。 そ し て
処 理 が 終 了 す れ ば ジ ョ ブ 管 理 部 103へ 通 知 す る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S507-5に お い て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 工 程 処 理 装 置 104で プ ロ セ ス N
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が 処 理 終 了 す る ま で 待 機 す る 。 な お 、 処 理 終 了 の 判 定 は 、 工 程 処 理 装 置 104か ら 返 信 さ れ
る 処 理 の 終 了 の 通 知 に よ り 行 う も の と す る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 そ し て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4が 、 工 程 処 理 装 置 104か ら 処 理 の 終 了 の 通 知 を 受 け 取 り 、 処
理 終 了 し た と 判 定 し た 場 合 に は 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 ス テ ッ プ S506-7に 処 理 を 進 め る
。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ス テ ッ プ S506-7に お い て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 カ ウ ン タ Nを １ カ ウ ン ト ア ッ プ し て 、
ス テ ッ プ S506-3へ 処 理 を 戻 す 。 そ し て 、 次 の プ ロ セ ス の 読 み 込 み を 行 う 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 そ し て 、 ス テ ッ プ S506-4で 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4が 、 「 N＞ M」 で あ る と 判 定 し た 場 合 に
は 、 処 理 を 終 了 さ せ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 な お 、 リ ソ ー ス （ フ ォ ン ト 形 状 情 報 ） が 埋 め 込 ま れ て い な い 印 刷 文 書 と 、 リ ソ ー ス を 印
刷 文 書 内 に 埋 め 込 む 工 程 が 含 ま れ て い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト が 入 稿 さ れ る 場 合 が あ る 。 こ の よ
う な 場 合 に は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 以 下 の よ う に 動 作 す る 。 ま ず 、 前
記 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト か ら 、 前 記 リ ソ ー ス を 印 刷 文 書 内 に 埋 め 込 む 工 程 を 一 旦 削 除 す る 。 さ ら
に 、 リ ソ ー ス を 必 要 と す る 工 程 の 直 前 で 印 刷 文 書 内 に リ ソ ー ス を 埋 め 込 む よ う に 印 刷 指 示
書 を 書 き 換 え る よ う に 構 成 す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 の よ う な 印 刷 文 書 と ジ ョ ブ チ ケ ッ ト が
入 稿 さ れ る 場 合 で あ っ て も 、 リ ソ ー ス を 必 要 と す る 工 程 以 前 の 工 程 を 流 れ る デ ー タ サ イ ズ
を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な り 、 全 体 と し て 効 率 的 な 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 な お 、 上 記 の よ う な 印 刷 文 書 と ジ ョ ブ チ ケ ッ ト が 入 稿 さ れ る 場 合 で あ っ て も 、 ジ ョ ブ チ
ケ ッ ト 内 に 最 適 な 位 置 （ リ ソ ー ス を 必 要 と す る 工 程 の 直 前 ） に 、 前 記 リ ソ ー ス を 印 刷 文 書
内 に 埋 め 込 む 工 程 が 含 ま れ て い る 場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適
化 処 理 部 103-3は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 書 き 換 え を 行 わ な い も の と す る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 形 態 は 、 印 刷 文 書 と 印 刷 指 示 を 受 け 付 け 、 印 刷 文 書 に 対 す
る 複 数 の 工 程 を 制 御 す る 際 、 リ ソ ー ス を 必 要 と す る 工 程 の 直 前 で 印 刷 文 書 内 に リ ソ ー ス を
埋 め 込 む よ う に 印 刷 指 示 書 を 書 き 換 え る よ う に 構 成 す る 。 こ れ に よ り 、 リ ソ ー ス を 必 要 と
す る 工 程 以 前 の 工 程 を 流 れ る デ ー タ サ イ ズ を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な り 、 全 体 と し て 効 率
的 な 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 最 後 に 、 図 １ ３ ， 図 １ ４ を 参 照 し て 、 従 来 の フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理
と 比 較 し な が ら 、 本 実 施 形 態 の フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 に つ い て さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 １ ３ は 、 従 来 の フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 と 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る フ ォ ン ト 埋
め 込 み 処 理 を 比 較 し た 概 念 図 で あ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 図 １ ３ に お い て 、 （ ａ ） は 、 従 来 の フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 の 概 念 を 示 す 。 ま た 、 （ ｂ ）
は 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 の 概 念 を 示 す 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 図 １ ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 従 来 、 入 稿 直 後 に 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 を 行 っ て い た 。
又 は 、 処 理 さ れ る ワ ー ク フ ロ ー に 関 係 な く 、 入 稿 直 後 あ る 一 定 の タ イ ミ ン グ で フ ォ ン ト 埋
め 込 み 処 理 を 行 っ て い た 。 そ の 結 果 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 後 の 全 て の 工 程 に お い て 、 デ
ー タ の 大 き い PDFフ ァ イ ル （ フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDF） を 扱 う こ と と な っ て し ま い 、 処 理 時 間
が か か っ て し ま っ て い た 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 図 １ ３ （ ａ ） に 示 し た 例 で は 、 ワ ー ク フ ロ ー （ １ ） ， （ ２ ） の い ず れ に お い て も 、 入 稿
1301， 1401直 後 の 工 程 1307， 1407で フ ォ ン ト 埋 め 込 み を 行 っ て い る 。 そ の た め 、 そ れ 以 降
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の 工 程 1302～ 1306， 1402～ 1406で は 、 全 て フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFを 扱 う こ と と な っ て し ま
い 、 各 処 理 を 行 う 装 置 に 負 担 が か か っ て し ま う 。 よ っ て 、 処 理 時 間 が か か っ て し ま う 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 一 方 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFが 必 要 な 工
程 の 直 前 に フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 を 施 す 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 し た 例 で は 、 ワ ー ク フ ロ ー （ １ ） で は 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFが 必 要
な 工 程 （ 印 刷 工 程 1306） の 直 前 の 工 程 1307で フ ォ ン ト 埋 め 込 み を 行 っ て い る 。 そ の た め 、
そ れ 以 前 の 工 程 1301～ 1305で は 、 全 て フ ォ ン ト が 埋 め 込 ま れ て い な い PDFを 扱 う こ と と な
る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 ま た 、 ワ ー ク フ ロ ー （ ２ ） で は 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFが 必 要 な 工 程 （ プ レ ビ ュ ー 工 程 1
404） の 直 前 の 工 程 1407で フ ォ ン ト 埋 め 込 み を 行 っ て い る 。 そ の た め 、 そ れ 以 前 の 工 程 140
1～ 1403で は 、 全 て フ ォ ン ト が 埋 め 込 ま れ て い な い PDFを 扱 う こ と と な る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFが 必 要 な 工 程 以 前 の 工 程 上 を 流 れ る PDFの デ ー タ サ イ
ズ を 小 さ く す る こ と が で き 、 処 理 を 行 う 装 置 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 よ っ て 、 処
理 時 間 を 短 縮 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
　 以 下 、 図 １ ４ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム の 構 成 及 び 処 理 動 作 に つ い て 簡 単
に 説 明 す る 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る シ ス テ ム 構 成 の 概 略 を 示 す 図 で あ り 、 図
１ ， 図 ２ と 同 一 の も の に は 同 一 の 符 号 を 付 し て あ る 。 な お 、 図 １ ４ で は 、 図 １ に 示 し た ジ
ョ ブ 作 成 部 102に 対 応 す る 機 能 が 、 エ ン ド ユ ー ザ （ 顧 客 ） 環 境 内 に 設 け ら れ た 構 成 と な っ
て い る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 顧 客 環 境 101に お い て 、 101-1は ド キ ュ メ ン ト 生 成 部 で あ り 、 顧 客 環 境 101内 に 設 け ら れ
た パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 等 で 構 成 さ れ る 。 ま ず 、 ド キ ュ メ ン ト 生 成 部 101-1は 、 任 意 の
ド キ ュ メ ン ト を 生 成 す る 。 101-2は ジ ョ ブ チ ケ ッ ト ／ PDF生 成 部 で あ り 、 図 １ に 示 し た ジ ョ
ブ 作 成 部 102の 機 能 を 含 む 。 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト ／ PDF生 成 部 101-2は 、 ド キ ュ メ ン ト 生 成 部 101
-1に よ り 生 成 さ れ た ド キ ュ メ ン ト か ら PDF文 書 と 、 該 PDF文 書 の 処 理 方 法 を 指 示 す る ジ ョ ブ
チ ケ ッ ト を 生 成 す る 。 そ し て 、 該 生 成 し た PDF文 書 と ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を ワ ー ク フ ロ ー マ ネ
ー ジ ャ （ ジ ョ ブ 管 理 装 置 ） 103に 入 稿 す る （ 図 １ ３ の 入 稿 工 程 1301， 1401） 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 ワ ー ク フ ロ ー マ ネ ー ジ ャ 103に お い て 、 103-1Aは 入 稿 デ ー タ 受 信 部 で あ り 、 図 １ に 示 し
た デ ー タ 入 出 力 部 103-1に 含 ま れ る 。 入 稿 デ ー タ 受 信 部 103-1Aは 、 入 稿 さ れ る PDF文 書 と ジ
ョ ブ チ ケ ッ ト を 受 信 す る （ 図 １ ３ の 入 稿 工 程 1301， 1401） 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 す る と 、 文 書 解 析 部 103-2は 、 入 稿 さ れ た PDF文 書 内 に 必 要 な 文 字 の 字 体 が 埋 め 込 ま れ て
い る か 解 析 す る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3に 含 ま れ る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 解 析
部 103-3Aは 、 入 稿 さ れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 解 釈 す る 。 さ ら に 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 書 き 換 え 処
理 部 103-3Bは 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 解 析 結 果 と 要 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 リ ス ト 103-6Aに 基 づ い
て 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFが 必 要 な 工 程 の 直 前 に フ ォ ン ト 埋 め 込 み 工 程 を 挿 入 す る 。 な お
、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 書 き 換 え 処 理 部 103-3Bは 、 図 １ に 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 10
3-3に 含 ま れ る 。 ま た 、 要 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 リ ス ト 103-6Aは 、 図 １ ０ に 示 し た も の で
あ り 、 図 １ に 示 し た デ ー タ 格 納 部 103-6に 格 納 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ３ 】
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　 そ し て 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 書 き 換 え ら れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト に 基 づ い て ワ ー ク フ ロ
ー 制 御 を 行 う 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 こ の ワ ー ク フ ロ ー 制 御 に よ り 、 各 工 程 処 理 装 置 104-A～ 104Eは 、 各 工 程 処 理 を 実 行 す る
。 ま た 、 リ ソ ー ス 処 理 部 103-5は 、 図 １ の デ ー タ 格 納 部 103-6に 格 納 さ れ る フ ォ ン ト 情 報 14
03を PDF文 書 内 に 埋 め 込 む フ ォ ン ト 埋 め 込 み 工 程 を 実 行 す る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 例 え ば 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 し た ワ ー ク フ ロ ー （ １ ） で は 、 入 稿 デ ー タ 受 信 部 103-1Aに 受
信 さ れ た 入 稿 デ ー タ に 対 し て 、 工 程 処 理 装 置 （ PC A） 104-Aが 、 色 管 理 工 程 1302を 行 う 。
ま た 、 工 程 処 理 装 置 （ PC B） 1404-Bが 、 ト ラ ッ ピ ン グ 工 程 1303を 行 う 。 さ ら に 、 工 程 処 理
装 置 （ PC C） 1404-Cが 、 タ イ リ ン グ 工 程 1304、 面 付 け 工 程 1305を 行 う 。 そ し て 、 リ ソ ー ス
処 理 部 103-5が フ ォ ン ト 埋 め 込 み 工 程 1307を 行 う 。 さ ら に 、 工 程 処 理 装 置 （ PC D） 1404-D
及 び 工 程 処 理 装 置 （ プ リ ン タ ） 1404-Eが 、 印 刷 工 程 1306を 行 い 、 処 理 を 完 了 す る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 ま た 、 図 １ ３ （ ｂ ） に 示 し た ワ ー ク フ ロ ー （ ２ ） で は 、 入 稿 デ ー タ 受 信 部 103-1Aで 受 信
さ れ た 入 稿 デ ー タ に 対 し て 、 工 程 処 理 装 置 （ PC B） 1404-Bが 、 ト ラ ッ ピ ン グ 工 程 1402、 ス
ム ー ジ ン グ 工 程 1403を 行 う 。 そ し て 、 リ ソ ー ス 処 理 部 103-5が フ ォ ン ト 埋 め 込 み 工 程 1407
を 行 う 。 ま た 、 工 程 処 理 装 置 （ PC C） 1404-Cが 、 プ レ ビ ュ ー 工 程 1404、 レ ン ダ リ ン グ 工 程
1405を 行 う 。 さ ら に 、 工 程 処 理 装 置 （ PC D） 1404-D及 び 工 程 処 理 装 置 （ プ リ ン タ ） 1404-E
が 、 印 刷 工 程 1406を 行 い 、 処 理 を 完 了 す る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 以 上 の よ う に 、 印 刷 文 書 と ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 受 け 付 け 、 印 刷 文 書 に 対
す る 複 数 の 工 程 を 制 御 す る 際 、 リ ソ ー ス を 必 要 と す る 工 程 の 直 前 で 文 書 内 に リ ソ ー ス を 埋
め 込 む よ う に ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 書 き 換 え る 構 成 を 特 徴 と す る 。 こ れ に よ り 、 そ れ 以 前 の 工
程 を 流 れ る 印 刷 文 書 の デ ー タ サ イ ズ を 抑 制 し 、 効 率 的 な 処 理 を 実 現 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ １ ４ ８ 】
　 〔 第 ２ 実 施 形 態 〕
　 以 下 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ４ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の シ ス テ ム 構 成 や 各 装 置 の ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 は 、 上 述 し た 第 １ 実
施 形 態 と ほ ぼ 同 様 で あ る 。 た だ し 、 リ ソ ー ス 処 理 部 103-5は 、 リ ソ ー ス の 埋 め 込 み 処 理 以
外 に 、 リ ソ ー ス の 削 除 処 理 も 行 え る も の と す る 。
【 ０ １ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 で の 処 理 手 順 も ほ ぼ 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る が 、 第 １ 実 施 形 態
の 図 ６ に 示 し た 処 理 の 内 、 ス テ ッ プ S502で 、 元 文 書 内 に 全 て の フ ォ ア ン ト が 埋 め 込 ま れ て
い る と 判 定 さ れ た 場 合 の 処 理 の み が 異 な る 。 そ の た め 、 こ こ で は そ の 違 い の み を 説 明 す る
こ と と す る 。
【 ０ １ ５ １ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 は 、 埋 め 込 ま れ た リ ソ ー ス （ フ ォ ン ト 形 状 情 報 ） を 一 旦 、 元 文 書
内 か ら 削 除 し 、 フ ォ ン ト 形 状 情 報 が 必 要 と な る 処 理 の 直 前 に 再 び 元 文 書 内 に リ ソ ー ス 情 報
を 埋 め 込 む よ う に 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 書 き 換 え る も の で あ る 。
【 ０ １ ５ ２ 】
　 上 記 第 １ 実 施 形 態 で は 、 図 ５ の ス テ ッ プ S502の 処 理 に お い て 、 元 文 書 内 に 使 用 さ れ て い
る フ ォ ン ト の フ ォ ン ト 形 状 情 報 が す べ て 埋 め 込 ま れ て い た 場 合 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処
理 を 行 わ ず に 、 ス テ ッ プ S506へ 移 行 し て い た 。 し か し 、 本 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 全 て の フ ォ
ン ト 形 状 情 報 が 埋 め 込 ま れ た 元 文 書 の 場 合 、 第 ２ の ジ ョ ブ 最 適 化 処 理 （ 図 １ ６ に 示 す ス テ
ッ プ S508） へ 移 行 さ せ る も の と す る 。
【 ０ １ ５ ３ 】
　 ＜ 本 実 施 形 態 に お け る 処 理 手 順 例 ＞

10

20

30

40

50

(16) JP 2007-94757 A 2007.4.12



　 次 に 、 図 １ ５ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 を 示 す ジ ョ ブ 管
理 装 置 １ ０ ３ の 処 理 概 要 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ５ ４ 】
　 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 ４ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。 な お 、 フ ロ ー チ ャ ー ト 内 の S501～ S504は 文 書 解 析 部 103-2、 S505， S508
は ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3、 S506は ジ ョ ブ 管 理 部 103-4、 S507は デ ー タ 入 出 力 部
103-1に て そ れ ぞ れ 処 理 さ れ る 。 即 ち 、 S501～ S508は 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103の CPUが 外 部 メ
モ リ に 格 納 さ れ る プ ロ グ ラ ム を メ モ リ に 読 み 込 ん で 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お
、 図 ６ と 同 一 の ス テ ッ プ に は 同 一 の ス テ ッ プ 番 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ １ ５ ５ 】
　 ス テ ッ プ S502に お い て 、 文 書 解 析 部 103-2が 、 使 用 さ れ て い る 全 て の フ ォ ン ト が 元 文 書
内 に 埋 め 込 ま れ て い る と 判 定 し た 場 合 、 文 書 解 析 部 103-2は 、 ス テ ッ プ S508へ 処 理 を 移 行
さ せ る 。
【 ０ １ ５ ６ 】
　 次 に 、 ス テ ッ プ S508に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 第 ２ の ジ ョ ブ チ
ケ ッ ト 最 適 化 処 理 （ 図 １ ６ ） を 実 行 し 、 ス テ ッ プ S506に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。 な お 、 他 の 処
理 は 同 様 で あ る の で 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ５ ７ 】
　 ＜ 本 実 施 形 態 に お け る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 最 適 化 処 理 505手 順 例 ＞
　 次 に 、 図 １ ６ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 参 照 し て 、 図 １ ５ に 示 し た 第 ２ の ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 最
適 化 処 理 508の 詳 細 な 処 理 手 順 を 説 明 す る 。
【 ０ １ ５ ８ 】
　 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 ５ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ り 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 に 対 応 す る 。
な お 、 フ ロ ー チ ャ ー ト 内 の S508-0， S505-1～ S505-7は ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3
に て 処 理 さ れ る 。 即 ち 、 S508-0， S505-1～ S505-7は 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103の CPUが 外 部 メ モ
リ に 格 納 さ れ る プ ロ グ ラ ム を メ モ リ に 読 み 込 ん で 実 行 す る こ と に よ り 実 現 さ れ る 。 な お 、
図 ９ と 同 一 の ス テ ッ プ に は 同 一 の ス テ ッ プ 番 号 を 付 し て あ る 。
【 ０ １ ５ ９ 】
　 ま ず 、 ス テ ッ プ S508-0に お い て 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3は 、 デ ー タ 格 納 部 1
03-6に 格 納 さ れ て い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 読 み 込 み 、 １ 番 目 の プ ロ セ ス に 、 フ ォ ン ト 削 除 プ
ロ セ ス を 追 加 す る 。 そ し て 、 ス テ ッ プ S505-1に 処 理 を 遷 移 さ せ る 。 な お 、 他 の 処 理 は 同 様
で あ る の で 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ １ ６ ０ 】
　 以 上 の 処 理 に よ り 、 例 え ば 、 図 ７ に 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト が 入 稿 さ れ た 場 合 、 か つ 図 １
０ に 示 し た よ う な 要 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 文 書 工 程 リ ス ト で あ っ た 場 合 、 入 稿 さ れ た ジ ョ ブ チ
ケ ッ ト は 図 １ ７ に 示 す よ う な ジ ョ ブ チ ケ ッ ト に 書 き 換 え ら れ る 。
【 ０ １ ６ １ 】
　 図 １ ７ は 、 図 １ ６ に 示 し た ス テ ッ プ S508-0に お い て ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3
に よ り 書 き 換 え ら れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ １ ６ ２ 】
　 図 １ ７ に 示 す ジ ョ ブ チ ケ ッ ト は 、 図 ７ で 示 し た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト に 、 フ ォ ン ト 削 除 プ ロ セ
ス 1701（ 図 １ ７ の ２ ～ ８ 行 目 の 部 分 ） 及 び 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み プ ロ セ ス 1702（ 図 １ ７ の ３
３ ～ ３ ８ 行 目 の 部 分 ） を 追 加 し た も の で あ る 。
【 ０ １ ６ ３ 】
　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 入 稿 さ れ た 元 文 書 が リ ソ ー ス 埋 め 込 み 済 の 文
書 で あ っ て も 、 入 稿 直 後 に 該 元 文 書 か ら リ ソ ー ス を 削 除 し て 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFが 必
要 な 工 程 以 前 の 工 程 上 を 流 れ る PDFの デ ー タ サ イ ズ を 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ
り 、 処 理 を 行 う 装 置 の 負 担 を 軽 減 す る こ と が で 、 処 理 時 間 を 短 縮 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ １ ６ ４ 】
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　 な お 、 本 実 施 形 態 の 最 後 に 、 図 １ ８ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 の リ ソ ー ス 処 理
に つ い て さ ら に 説 明 す る 。
【 ０ １ ６ ５ 】
　 図 １ ８ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 を 示 し た 概 念 図 で あ る
。
【 ０ １ ６ ６ 】
　 ま ず 、 入 稿 さ れ た フ ォ ン ト 埋 め 込 み 済 の PDFか ら リ ソ ー ス 削 除 を 行 い 、 そ の 後 、 印 刷 文
書 に 対 す る 複 数 の 工 程 を 制 御 す る 際 、 リ ソ ー ス を 必 要 と す る 工 程 の 直 前 で 文 書 内 に リ ソ ー
ス を 埋 め 込 む よ う に ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 書 き 換 え る 。
【 ０ １ ６ ７ 】
　 図 １ ８ に 示 し た 例 で は 、 入 稿 工 程 1801の 直 後 の 工 程 1809で フ ォ ン ト 削 除 を 行 い 、 そ の 後
、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFが 必 要 な 工 程 （ 印 刷 工 程 1808） の 直 前 の 工 程 1810で フ ォ ン ト 埋 め
込 み を 行 っ て い る 。 そ の た め 、 フ ォ ン ト 削 除 の 後 か ら フ ォ ン ト 埋 め 込 み の 間 の 工 程 1802～
1807で は 、 全 て フ ォ ン ト が 埋 め 込 ま れ て い な い PDFを 扱 う こ と と な る 。
【 ０ １ ６ ８ 】
　 こ の よ う に 、 入 稿 さ れ た デ ー タ が フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFで あ っ て も 、 入 稿 直 後 に 、 該 PDF
に 埋 め 込 ま れ た フ ォ ン ト を 削 除 し て 、 フ ォ ン ト 埋 め 込 み PDFが 必 要 な 工 程 以 前 の 工 程 上 を
流 れ る PDFの デ ー タ サ イ ズ を 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 処 理 を 行 う 装 置 の 負
担 を 軽 減 す る こ と が で き 、 処 理 時 間 を 短 縮 す る こ と も 可 能 と な る 。
【 ０ １ ６ ９ 】
　 な お 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103と 、 各 工 程 処 理 装 置 104-A～ 104-Dが そ れ ぞ れ 異 な る 拠 点 に あ
り 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て 接 続 さ れ る 構 成 で あ っ て も よ い 。 以 下 、 そ の 実 施 形 態 に つ い
て 説 明 す る 。
【 ０ １ ７ ０ 】
　 例 え ば 、 拠 点 Aに 、 工 程 処 理 装 置 （ PC A） 104-Aが 設 け ら れ 、 拠 点 Bに 、 工 程 処 理 装 置 （ P
C B） 104-Bが 設 け ら れ 、 拠 点 Cに 、 工 程 処 理 装 置 （ PC C） 104-Cが 設 け ら れ て い る も の と す
る 。 ま た 、 拠 点 Dに ジ ョ ブ 管 理 装 置 103が 設 け ら れ 、 拠 点 Eに 、 工 程 処 理 装 置 （ PC B） 104-B
及 び プ リ ン タ 104-Eが 設 け ら れ て い る も の と す る 。
【 ０ １ ７ １ 】
　 そ の よ う な 構 成 の 場 合 、 デ ー タ が 拠 点 Dに 入 稿 さ れ る と （ 1801） 、 拠 点 Dで 、 ジ ョ ブ 管 理
装 置 103が 受 信 さ れ た 入 稿 デ ー タ に 対 し て フ ォ ン ト 削 除 工 程 1809を 行 う 。 そ の 後 、 デ ー タ
は 拠 点 Aに 転 送 さ れ 、 拠 点 Aで 、 工 程 処 理 装 置 （ PC A） 1404-Aが 色 管 理 工 程 1802を 行 う 。 さ
ら に 、 デ ー タ は 拠 点 Bに 転 送 さ れ 、 拠 点 Bで 、 工 程 処 理 装 置 （ PC B） 1404-Bが ト ラ ッ ピ ン グ
工 程 1803、 ス ム ー ジ ン グ 工 程 1804、 ス ク リ ー ニ ン グ 工 程 1805を 行 う 。 そ し て さ ら に 、 デ ー
タ は 拠 点 Cに 転 送 さ れ 、 拠 点 Cで 、 工 程 処 理 装 置 （ PC C） 1404-Cが タ イ リ ン グ 工 程 1806、 面
付 け 工 程 1807を 行 う 。
【 ０ １ ７ ２ 】
　 そ し て 、 デ ー タ は 再 度 、 拠 点 Dに 転 送 さ れ 、 拠 点 Dで 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 103が 受 信 さ れ た
フ ォ ン ト 埋 め 込 み 工 程 1810を 行 う 。 そ の 後 、 デ ー タ は 拠 点 Eに 転 送 さ れ 、 拠 点 Eで 、 工 程 処
理 装 置 （ PC D） 1404-D及 び 工 程 処 理 装 置 （ プ リ ン タ ） 1404-Eが 、 印 刷 工 程 1808を 行 い 、 処
理 を 完 了 す る 。
【 ０ １ ７ ３ 】
　 こ の よ う に 、 工 程 数 が 多 く 、 か つ 複 数 の 拠 点 で 処 理 が 行 わ れ る 場 合 、 各 拠 点 間 の デ ー タ
移 動 が 多 く な る 。 よ っ て 、 本 実 施 形 態 の よ う に 、 入 稿 さ れ た リ ソ ー ス 埋 め 込 み 文 書 か ら 、
入 稿 直 後 に 、 リ ソ ー ス を 削 除 し て 、 リ ソ ー ス 埋 め 込 み 文 書 が 必 要 な 工 程 以 前 の 工 程 上 を 流
れ る 文 書 サ イ ズ を 小 さ く す る こ と に よ り 、 各 拠 点 間 の デ ー タ 転 送 時 間 を 短 縮 す る こ と が で
き る 。 従 っ て 、 こ の よ う に 工 程 数 が 多 く 、 か つ 複 数 の 拠 点 で 処 理 が 行 わ れ る 場 合 、 特 に 顕
著 に 効 果 が 現 れ る 。
【 ０ １ ７ ４ 】
　 な お 、 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 103-3が ジ ョ ブ チ ケ ッ ト を 書
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き 換 え る こ と に よ り 、 リ ソ ー ス を 必 要 な 工 程 の 直 前 に リ ソ ー ス を 埋 め 込 む よ う に 制 御 し た
り 、 先 頭 の 工 程 で リ ソ ー ス を 削 除 す る よ う に 制 御 す る 構 成 に つ い て 説 明 し た 。 し か し 、 ジ
ョ ブ チ ケ ッ ト を 書 き 換 え る こ と な く 、 上 記 制 御 と 同 様 の 制 御 を 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4が 、
実 行 す る よ う な 構 成 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ ７ ５ 】
　 即 ち 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 入 稿 さ れ た 印 刷 文 書 内 に リ ソ ー ス が 組 み 込 ま れ て い な い
場 合 、 リ ソ ー ス を 必 要 な 工 程 の 実 行 を 工 程 処 理 装 置 104に 指 示 す る 直 前 に 、 リ ソ ー ス 処 理
部 103-5を 用 い て 印 刷 文 書 内 に リ ソ ー ス を 組 み 込 む よ う に 制 御 す る 。 そ し て 、 リ ソ ー ス 組
み 込 み 後 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-4は 、 リ ソ ー ス を 必 要 な 工 程 の 実 行 を 工 程 処 理 装 置 104に 指 示
す る 。 ま た 、 入 稿 さ れ た 印 刷 文 書 内 に リ ソ ー ス が 組 み 込 ま れ て い た ら 、 ジ ョ ブ 管 理 部 103-
4は 、 リ ソ ー ス 処 理 部 103-5を 用 い て 上 記 印 刷 文 書 内 の リ ソ ー ス を 削 除 す る よ う に 制 御 す る
。
【 ０ １ ７ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 で も 、 同 様 に 、 リ ソ ー ス 埋 め 込 み 文 書 が 必 要 な 工 程 以 前 の 工 程 上 を 流 れ
る 文 書 サ イ ズ を 小 さ く す る こ と が で き 、 全 体 と し て 効 率 的 な 処 理 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ７ ７ 】
　 な お 、 上 述 し た 図 ７ ， 図 ８ ， 図 １ ０ ， 図 １ １ ， 図 １ ７ 等 に 示 し た 各 種 デ ー タ の 構 成 及 び
そ の 内 容 は こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 用 途 や 目 的 に 応 じ て 、 様 々 な 構 成 や 内 容 で 構
成 さ れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ７ ８ 】
　 以 上 、 一 実 施 形 態 に つ い て 示 し た が 、 本 発 明 は 、 例 え ば 、 シ ス テ ム 、 装 置 、 方 法 、 プ ロ
グ ラ ム も し く は 記 憶 媒 体 等 と し て の 実 施 態 様 を と る こ と が 可 能 で あ る 。 具 体 的 に は 、 複 数
の 機 器 か ら 構 成 さ れ る シ ス テ ム に 適 用 し て も 良 い し 、 ま た 、 一 つ の 機 器 か ら な る 装 置 に 適
用 し て も 良 い 。
【 ０ １ ７ ９ 】
　 以 下 、 図 １ ９ に 示 す メ モ リ マ ッ プ を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る
ジ ョ ブ 管 理 装 置 103で 読 み 取 り 可 能 な 各 種 デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る 記 憶 媒 体 の メ
モ リ マ ッ プ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ ８ ０ 】
　 図 １ ９ は 、 本 発 明 に 係 る 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る ジ ョ ブ 管 理 装 置 103で 読 み 取 り 可 能
な 各 種 デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る 記 憶 媒 体 （ 記 録 媒 体 ） の メ モ リ マ ッ プ を 説 明 す る
図 で あ る 。
【 ０ １ ８ １ 】
　 な お 、 特 に 図 示 し な い が 、 記 憶 媒 体 に 記 憶 さ れ る プ ロ グ ラ ム 群 を 管 理 す る 情 報 、 例 え ば
バ ー ジ ョ ン 情 報 ， 作 成 者 等 も 記 憶 さ れ 、 か つ 、 プ ロ グ ラ ム 読 み 出 し 側 の Ｏ Ｓ 等 に 依 存 す る
情 報 、 例 え ば プ ロ グ ラ ム を 識 別 表 示 す る ア イ コ ン 等 も 記 憶 さ れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ １ ８ ２ 】
　 さ ら に 、 各 種 プ ロ グ ラ ム に 従 属 す る デ ー タ も 上 記 デ ィ レ ク ト リ に 管 理 さ れ て い る 。 ま た
、 各 種 プ ロ グ ラ ム を コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル す る た め の プ ロ グ ラ ム や 、 イ ン ス ト ー ル
す る プ ロ グ ラ ム が 圧 縮 さ れ て い る 場 合 に 、 解 凍 す る プ ロ グ ラ ム 等 も 記 憶 さ れ る 場 合 も あ る
。
【 ０ １ ８ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 図 ６ ， 図 ９ ， 図 １ ２ ， 図 １ ５ ， 図 １ ６ に 示 す 機 能 が 外 部 か ら イ ン ス
ト ー ル さ れ る プ ロ グ ラ ム に よ っ て 、 ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ に よ り 遂 行 さ れ て い て も よ い 。 そ
し て 、 そ の 場 合 、 CD-ROMや フ ラ ッ シ ュ メ モ リ や FD等 の 記 憶 媒 体 に よ り 、 あ る い は ネ ッ ト ワ
ー ク を 介 し て 外 部 の 記 憶 媒 体 か ら 、 プ ロ グ ラ ム を 含 む 情 報 群 を 出 力 装 置 に 供 給 さ れ る 場 合
で も 本 発 明 は 適 用 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ １ ８ ４ 】
　 以 上 の よ う に 、 前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能 を 実 現 す る ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ グ ラ ム コ ー ド を
記 録 し た 記 憶 媒 体 を 、 シ ス テ ム あ る い は 装 置 に 供 給 す る 。 そ し て 、 そ の シ ス テ ム あ る い は
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装 置 の コ ン ピ ュ ー タ （ ま た は CPUや MPU） が 記 憶 媒 体 に 格 納 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 読 出
し 実 行 す る こ と に よ っ て も 、 本 発 明 の 目 的 が 達 成 さ れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ８ ５ 】
　 こ の 場 合 、 記 憶 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド 自 体 が 本 発 明 の 新 規 な 機 能 を 実
現 す る こ と に な り 、 そ の プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 は 本 発 明 を 構 成 す る こ と に
な る 。
【 ０ １ ８ ６ 】
　 従 っ て 、 プ ロ グ ラ ム の 機 能 を 有 し て い れ ば 、 オ ブ ジ ェ ク ト コ ー ド 、 イ ン タ プ リ タ に よ り
実 行 さ れ る プ ロ グ ラ ム 、 OSに 供 給 す る ス ク リ プ ト デ ー タ 等 、 プ ロ グ ラ ム の 形 態 を 問 わ な い
。
【 ０ １ ８ ７ 】
　 プ ロ グ ラ ム を 供 給 す る た め の 記 憶 媒 体 と し て は 、 例 え ば フ レ キ シ ブ ル デ ィ ス ク 、 ハ ー ド
デ ィ ス ク 、 光 デ ィ ス ク 、 光 磁 気 デ ィ ス ク 、 MO、 CD-ROM、 CD-R、 CD-RW、 磁 気 テ ー プ 、 不 揮
発 性 の メ モ リ カ ー ド 、 ROM、 DVDな ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ １ ８ ８ 】
　 こ の 場 合 、 記 憶 媒 体 か ら 読 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド 自 体 が 前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能 を
実 現 す る こ と に な り 、 そ の プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 記 憶 し た 記 憶 媒 体 は 本 発 明 を 構 成 す る こ と
に な る 。
【 ０ １ ８ ９ 】
　 そ の 他 、 プ ロ グ ラ ム の 供 給 方 法 と し て は 、 ク ラ イ ア ン ト コ ン ピ ュ ー タ の ブ ラ ウ ザ を 用 い
て イ ン タ ー ネ ッ ト の ホ ー ム ペ ー ジ に 接 続 し 、 該 ホ ー ム ペ ー ジ か ら 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム そ の
も の を ハ ー ド デ ィ ス ク 等 の 記 憶 媒 体 に ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ っ て も 供 給 で き る 。 ま た
、 該 ホ ー ム ペ ー ジ か ら 圧 縮 さ れ 自 動 イ ン ス ト ー ル 機 能 を 含 む フ ァ イ ル を ハ ー ド デ ィ ス ク 等
の 記 憶 媒 体 に ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ っ て も 供 給 で き る 。 ま た 、 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム を
構 成 す る プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 複 数 の フ ァ イ ル に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ の フ ァ イ ル を 異 な る ホ ー
ム ペ ー ジ か ら ダ ウ ン ロ ー ド す る こ と に よ っ て も 実 現 可 能 で あ る 。 つ ま り 、 本 発 明 の 機 能 処
理 を コ ン ピ ュ ー タ で 実 現 す る た め の プ ロ グ ラ ム フ ァ イ ル を 複 数 の ユ ー ザ に 対 し て ダ ウ ン ロ
ー ド さ せ る WWWサ ー バ や FTPサ ー バ 等 も 本 発 明 の 請 求 項 に 含 ま れ る も の で あ る 。
【 ０ １ ９ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 の プ ロ グ ラ ム を 暗 号 化 し て CD-ROM等 の 記 憶 媒 体 に 格 納 し て ユ ー ザ に 配 布 す
る 。 さ ら に 、 所 定 の 条 件 を ク リ ア し た ユ ー ザ に 対 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト を 介 し て ホ ー ム ペ ー
ジ か ら 暗 号 化 を 解 く 鍵 情 報 を ダ ウ ン ロ ー ド さ せ る 。 さ ら に 、 そ の 鍵 情 報 を 使 用 す る こ と に
よ り 暗 号 化 さ れ た プ ロ グ ラ ム を 実 行 し て コ ン ピ ュ ー タ に イ ン ス ト ー ル さ せ て 実 現 す る こ と
も 可 能 で あ る 。
【 ０ １ ９ １ 】
　 ま た 、 コ ン ピ ュ ー タ が 読 み 出 し た プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 実 行 す る こ と に よ り 、 前 述 し た 実
施 形 態 の 機 能 が 実 現 さ れ る だ け で な く 、 以 下 の よ う な 構 成 も 含 ま れ る こ と は 言 う ま で も な
い 。 例 え ば 、 そ の プ ロ グ ラ ム コ ー ド の 指 示 に 基 づ き 、 コ ン ピ ュ ー タ 上 で 稼 働 し て い る OS（
オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム ） 等 が 実 際 の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行 い 、 そ の 処 理 に よ っ て
前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能 が 実 現 さ れ る 場 合 も 含 ま れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ９ ２ 】
　 さ ら に 、 記 憶 媒 体 か ら 読 み 出 さ れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド を 、 コ ン ピ ュ ー タ に 挿 入 さ れ た 機
能 拡 張 ボ ー ド や コ ン ピ ュ ー タ に 接 続 さ れ た 機 能 拡 張 ユ ニ ッ ト に 備 わ る メ モ リ に 書 き 込 む 。
そ し て 、 該 メ モ リ に 書 き 込 ま れ た プ ロ グ ラ ム コ ー ド の 指 示 に 基 づ き 、 そ の 機 能 拡 張 ボ ー ド
や 機 能 拡 張 ユ ニ ッ ト に 備 わ る CPU等 が 実 際 の 処 理 の 一 部 ま た は 全 部 を 行 い 、 そ の 処 理 に よ
っ て 前 述 し た 実 施 形 態 の 機 能 が 実 現 さ れ る 場 合 も 含 ま れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ １ ９ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 複 数 の 機 器 か ら 構 成 さ れ る シ ス テ ム に 適 用 し て も 、 １ つ の 機 器 か ら な
る 装 置 に 適 用 し て も よ い 。 ま た 、 本 発 明 は 、 シ ス テ ム あ る い は 装 置 に プ ロ グ ラ ム を 供 給 す
る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 場 合 に も 適 応 で き る こ と は 言 う ま で も な い 。 こ の 場 合 、 本 発 明
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を 達 成 す る た め の ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 表 さ れ る プ ロ グ ラ ム を 格 納 し た 記 憶 媒 体 を 該 シ ス
テ ム あ る い は 装 置 に 読 み 出 す こ と に よ っ て 、 そ の シ ス テ ム あ る い は 装 置 が 、 本 発 明 の 効 果
を 享 受 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ １ ９ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 に 基 づ き 種 々 の 変 形 （
各 実 施 形 態 の 有 機 的 な 組 合 せ を 含 む ） が 可 能 で あ り 、 そ れ ら を 本 発 明 の 範 囲 か ら 排 除 す る
も の で は な い 。
【 ０ １ ９ ５ 】
　 本 発 明 の 様 々 な 例 と 実 施 形 態 を 示 し て 説 明 し た が 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 趣 旨 と 範
囲 は 、 本 明 細 書 内 の 特 定 の 説 明 に 限 定 さ れ る の で は な い 。
【 ０ １ ９ ６ 】
　 さ ら に 、 上 記 各 実 施 形 態 及 び 各 実 施 形 態 内 で 示 し た 各 変 形 例 ， 適 用 例 を 組 み 合 わ せ た 構
成 も 全 て 本 発 明 に 含 ま れ る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ９ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 に 係 る ジ ョ ブ 管 理 装 置 を 含 む シ ス テ ム 構 成 の 一 例 を 示 す ブ
ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た シ ス テ ム 構 成 の う ち ジ ョ ブ 管 理 装 置 103及 び 工 程 処 理 装 置 104に お け
る ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た 各 工 程 処 理 装 置 に お い て 、 そ れ ぞ れ 実 行 可 能 な 処 理 の 一 覧 を 示 し た
図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た ジ ョ ブ 作 成 装 置 、 ジ ョ ブ 管 理 装 置 及 び 工 程 処 理 装 置 と し て 使 用 可 能
な 情 報 処 理 装 置 の ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 の 一 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 文 字 描 画 に 必 要 な 情 報 を 表 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 １ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 形 態 で 用 い る ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に お い て コ ン ピ ュ ー タ 名 と そ の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 対 応 付 け た ア ド レ ス テ ー ブ
ル の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 ２ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 実 施 形 態 に お け る 要 フ ォ ン ト 埋 め 込 み 文 書 工 程 リ ス ト の 一 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 に よ り 書 き 換 え ら れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 一 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 ３ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 と 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る フ ォ ン ト 埋 め 込
み 処 理 を 比 較 し た 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る シ ス テ ム 構 成 の 概 略 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 ４ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る 第 ５ の 制 御 処 理 手 順 の 一 例 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ に 示 し た ス テ ッ プ S508-0に お い て ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部 に よ り 書
き 換 え ら れ た ジ ョ ブ チ ケ ッ ト の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る フ ォ ン ト 埋 め 込 み 処 理 を 示 し た 概 念 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 本 発 明 に 係 る 画 像 処 理 シ ス テ ム に お け る ジ ョ ブ 管 理 装 置 103で 読 み 取 り 可 能 な
各 種 デ ー タ 処 理 プ ロ グ ラ ム を 格 納 す る 記 憶 媒 体 （ 記 録 媒 体 ） の メ モ リ マ ッ プ を 説 明 す る 図
で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ９ ８ 】
　 101　 　 エ ン ド ユ ー ザ 環 境
　 102　 　 ジ ョ ブ 作 成 装 置
　 103　 　 ジ ョ ブ 管 理 装 置
　 103-1　 　 デ ー タ 入 出 力 部
　 103-2　 　 文 書 解 析 部
　 103-3　 　 ジ ョ ブ チ ケ ッ ト 最 適 化 処 理 部
　 103-4　 　 ジ ョ ブ 管 理 部
　 103-5　 　 リ ソ ー ス 処 理 部
　 103-6　 　 デ ー タ 格 納 部
　 104　 　 工 程 処 理 装 置
　 105　 　 ネ ッ ト ワ ー ク
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】
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